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特集

株式会社おてつたび
注目企業を訪ねる

編集室の商品ピックアップ

暑い夏は、思いっきりおうちで遊ぼう
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危険軽視
37.9%

不注意
21.8%

近道・
省略行動本能
10.1%

無知・未経験
7.8%

高齢者の
心身機能低下
5.4%

錯覚 4.7%
場面行動 3.7%
パニック 2.2%
連絡不足 1.9% 疲労等 1.8%

集団欠陥 1.6%
意識低下 1%

の
状
況
へ
の
対
処
が
必
要
で
す
（
図
２
下
）
。

―
労
働
災
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
す
か
。

　

現
場
と
も
っ
と
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
て
、
本
当
に
何
が
問
題
で
あ
る
か

を
知
っ
た
上
で
、
改
善
策
を
立
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
危
険
な
脚

立
や
ハ
シ
ゴ
を
安
易
に
使
わ
な
い
こ
と
も

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
場
で
は
脚
立

し
か
使
え
な
い
状
況
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
会
話
し
な

が
ら
課
題
を
拾
い
上
げ
、
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
す
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
す
る

こ
と
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
安
全
確
認

の
た
め
現
場
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
、
工

事
車
両
に
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
を
付
け
て
死

角
を
な
く
す
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
転
倒
を
防
ぐ

た
め
安
全
装
置
の
モ
ー
メ
ン
ト
リ
ミ
ッ

タ
ー
を
装
備
す
る
な
ど
、
改
善
で
き
る
こ

と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
対
策

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
体
温
管
理
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
高
齢
化
対
策
で
は
パ

ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
が
今
後
活
躍
す
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
時
代

に
は
新
し
い
災
害
防
止
の
発
想
が
求
め
ら

れ
て
く
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
に

は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
＊
と
い
う
行

動
特
性
が
あ
り
、
そ
の
特
性
が
原
因
で
ミ

ス
を
す
る
こ
と
を
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と

呼
び
ま
す
。
現
場
で
発
生
す
る
労
働
災
害

の
多
く
が
繰
り
返
し
起
き
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
は
12
の
人
間
の

特
性
が
あ
り
ま
す
が
、
戸
建
住
宅
の
建
築

工
事
で
最
も
多
い
原
因
は
、「
危
険
軽
視
」

と
「
不
注
意
」
で
す
（
図
２
上
）
。
高
い
と

こ
ろ
の
作
業
で
、「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大

丈
夫
」
と
墜
落
制
止
用
器
具
（
安
全
帯
）

建
設
業
の
死
亡
災
害
は

ピ
ー
ク
時
か
ら
9
割
減
少

―
建
設
業
の
労
働
災
害
死
亡
件
数
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
？

　

死
亡
件
数
は
１
９
６
１
年
の
２
６
５
２

人
が
ピ
ー
ク
で
、
２
０
２
１
年
に
は
２
８
８

人
ま
で
減
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
は
１
９
７
２
年
に
「
労
働
安

全
衛
生
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
安
全
と
健
康 

を
確
保
す
る
こ
の
法
律
は
、
違
反
す
る
と

懲
役
刑
な
ど
が
課
せ
ら
れ
る
た
め
、
４
年

間
で
全
産
業
の
労
働
災
害
が
４
割
程
度

ま
で
に
減
少
し
、、
建
設
業
も
死
亡
者
数

が
１
０
０
０
人
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
０
０
人
台
ま
で
減
少
し
た

の
は
、
建
設
会
社
が
作
業
手
順
書
や
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
現
場
の
安
全
活

動
を
推
進
し
た
効
果
も
一
因
に
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
た
だ
、
最
近
は
下
げ
止
ま
り
感
が

あ
り
、
さ
ら
に
直
近
の
２
０
２
１
年
の
死

亡
件
数
は
前
年
比
30
人
増
（
11
・
６
％
増
）

と
、
増
加
に
転
じ
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）
。

―
な
ぜ
下
げ
止
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
作
業
手
順
書
や
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
場
に
と
っ
て

面
倒
な
手
順
は
な
か
な
か
守
ら
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
二
階
の
現
場
に
行
く
た
め

に
裏
手
の
階
段
を
使
う
と
遠
回
り
に
な
る

の
で
手
前
の
足
場
の
建
枠
を
よ
じ
登
る
な

ど
は
、
典
型
的
な
例
で
す
。
人
間
と
い
う

の
は
ど
う
し
て
も
物
事
を
効
率
的
に
進
め

よ
う
と
す
る
本
能
が
あ
り
、
面
倒
な
こ
と

を
し
た
が
ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
死

亡
に
つ
な
が
る
も
の
だ
け
で
な
く
労
働
災

害
全
般
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
場
合
、
手
順
や
ル
ー
ル

を
守
ら
な
か
っ
た
作
業
員
が
一
方
的
に
悪

い
と
す
る
こ
と
に
は
、
少
し
問
題
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
手
順
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

な
ぜ
守
ら
れ
な
い
か
を
考
え
、
働
く
人
た

ち
を
安
全
な
方
向
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
、

安
全
管
理
の
本
来
の
姿
で
す
。
そ
れ
が
で

き
な
け
れ
ば
、
労
働
災
害
は
な
か
な
か
な

く
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
人
は
作
業
中
に

エ
ラ
ー
や
ミ
ス
を
犯
し
が
ち
で
す
。
そ
う

な
っ
て
も
、
そ
れ
を
災
害
に
つ
な
げ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

「
危
険
軽
視
」や「
不
注
意
」か
ら

「
墜
落・転
落
」な
ど
の
事
故
が
起
き
る

―
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
さ
な

い
と
労
働
災
害
は
減
ら
な
い
の
で
す
か
。

2021年の建設業の労働災害発生件数は死亡者数288人を数え、2021年の建設業の労働災害発生件数は死亡者数288人を数え、

休業4日以上の死傷者数も1万6,000件を超えている。休業4日以上の死傷者数も1万6,000件を超えている。

長期的に減少しているとはいえ労働災害の起きやすい産業といえるだろう。長期的に減少しているとはいえ労働災害の起きやすい産業といえるだろう。

働く現場から「危険」を取り除くことができれば、働く現場から「危険」を取り除くことができれば、

建設業はさらに魅力ある業界に変わるのではないだろうか。建設業はさらに魅力ある業界に変わるのではないだろうか。

今号では、建設業における労働災害について専門家に伺うとともに、今号では、建設業における労働災害について専門家に伺うとともに、

最新技術などを活用した役立つ商品・サービスや、最新技術などを活用した役立つ商品・サービスや、

メンタルヘルス対策についての情報をお届けする。メンタルヘルス対策についての情報をお届けする。

建設業の労働災害を考える建設業の労働災害を考える
特  集

を
使
用
し
な
い
な
ど
、「
危
険
軽
視
」
で
起

こ
る
労
働
災
害
。
作
業
に
集
中
し
て
安
全

に
ま
で
気
が
回
ら
ず
、
大
き
な
開
口
部
か

ら
落
下
す
る
「
不
注
意
」
に
よ
る
労
働
災

害
。
こ
う
い
っ
た
労
働
災
害
が
非
常
に
多

い
の
で
す
。
人
間
の
注
意
力
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
起
こ

す
人
間
の
特
性
へ
の
目
配
り
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

―
戸
建
住
宅
建
築
で
の
労
働
災
害
の

特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

　

建
設
現
場
は
、
工
場
な
ど
と
比
べ
て
安

全
対
策
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
刻
々
と
作
業
内
容
が
変
わ
り
、
多
業

種
の
専
門
業
者
が
現
場
に
入
っ
て
く
る
な

ど
の
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
す
（
図
３
）
。

そ
の
中
で
も
、
戸
建
住
宅
の
建
築
現
場
で

の
労
働
災
害
発
生
率
は
高
い
傾
向
に
あ

り
、
事
故
の
型
別
に
見
る
と
、「
墜
落
・

転
落
」
、「
切
れ
・
こ
す
れ
」
、「
転
倒
」
で

８
割
を
占
め
ま
す
。
慣
れ
や
経
験
に
よ
る

過
信
か
ら
電
動
丸
ノ
コ
の
安
全
カ
バ
ー
を

外
す
と
い
っ
た
、
道
具
の
不
適
切
な
使
い

方
、
屋
根
の
足
場
を
省
略
す
る
、
開
口
部

を
正
し
く
養
生
し
な
い
と
い
っ
た
不
安
全

な
作
業
環
境
な
ど
が
、
災
害
を
誘
発
し
ま

す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
と
し
て
重

要
な
の
は
、
も
し
不
注
意
に
な
っ
て
も
被

災
し
な
い
環
境
を
作
る
な
ど
、
一
つ
一
つ

労働安全衛生総合研究所
安全研究領域 特任研究員

高木 元也氏

＊ ヒューマンファクター：働く現場における人間の
行動特性。「錯覚」「不注意」「近道行為」「省略行為」
などがある

図1. 労働災害死亡件数の推移（1953年～2021年）

図2. 建設現場のヒューマンエラー

※2011年については、東日本大震災を直接の原因とする死亡災害を除く。
出所：建設業労働災害防止協会発行「建設業安全衛生年鑑」「建設業労働災害統計資料集」
および建災防HP、厚生労働省「労働災害発生状況」

出所：労働安全衛生総合研究所「低層住宅建築工事会社9社で発生した休
業4日以上の死傷災害（全217件）の分析結果」、住宅生産団体連合会・労
働安全衛生総合研究所「ヒューマンエラー防止対策ガイドブック　低層住
宅建築工事」
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図3. 建設生産方式の特徴

出所：「ヒューマンエラー災害の原因と対策」高木元也

1 人が主役の労働集約型である

2 作業内容が日々変化して、現場が顔を変
える

3 同じものを同じ場所に作らない単品受注
生産である

4 多業種の専門工事業者が入場するので、
どこにリスクがあるのか分からない

5 雇用期間が短いので教育が十分届かない

低層住宅建設工事のヒューマンエラー対処法（上位5つ）
原　因 対　策

危険軽視 危険軽視をしたとしても、不安全 
行動を起こさせない

不注意 作業通路の確保や明確化、濡れた 
足場対策などの設備面の対策

近道・
省略行動本能

作業通路の改善など使い勝手の良い
作業環境等の整備

無知・
未経験

作業者への安全教育、安全啓発活動
の実施

高齢者の
心身機能低下

高齢者が作業しやすい作業環境等 
の整備
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デバイスの基本構成

広角カメラ /
LED ライト

メインシステム
ユニット

バッテリー /
タッチパネルケース

HUD（ヘッドアップ
ディスプレイ）

取り付けバンド

　画像認識AI技術を活用して、作業員の安全装備未装着や危険な
行動をカメラの映像から自動検知するソリューション。ヘルメット
やマスクなどの安全装備装着の有無、歩きスマホやポケットに手
を入れたまま歩く動作など、あらかじめAIが学習した不安全行動
をタイムリーに自動検知し、管理者に通知する。
　一定時間、危険な状況が続いた場合、管理者にメールでアラー
ト通知を行い、パトランプの点灯などで注意喚起もできる。また、
業種特有の装備品や不安全行動を追加で学習させる
ことも可能。現場管理者は目視で行っていた作業員
の安全確認作業を遠隔監視で行えるようになり、業
務効率向上と安全管理の徹底を図ることができる。

　高所作業では墜落・転落防止のため安全帯（墜落制止器具）などの使用による危険防止
措置を講じる必要がある。「GENTI MITEL」は、作業者が適正に安全帯を使用している
かどうかが、安全帯に装着したLEDの点滅により一目で分かるアイテムだ。MITEL本体
から安全帯フックを外すと、内蔵された緑色LEDランプが点滅を始め適正な使用が確認
される。安全帯フックを再度MITEL本体に掛けると、LEDの点滅は切れる。フックの重
みだけで点滅のON・OFF切り替えが行われ、作業者の手を止めずにスムーズな作業の
安全確保が確認できる仕組みだ。
　これにより作業員同士で不安全作業者を注意し合えるほか、管理者の目の
届きにくい高所作業や大きな建設現場でも、LEDの点滅で安全確認ができる。
パッドタイプとベストタイプがあり様々なメーカーの安全帯に取り付け可能。
また防滴仕様のため、降雨時の作業にも対応できる。

　企業の保有する日報や事故報告書などのデータをAIが一
元的に集約・解析することで、災害リスクを数日前に予測
するシステム。当日の工程や作業内容を入力するとAIが過
去の災害データを解析し、関連性の高い順でリスクをスコ
アリング。さらに気象、人員体制などのデータを追加する
ことで、より現場の状況の変化に対応した適切な注意喚起
などが行える。
　あらかじめ厚生労働省の「過去の労働災害データ」や「機
械災害データ」を内蔵しており、自社のデータ量が少な
い企業でも、各現場の特性と類似した事例や潜在的リス
クを幅広く確認できる。例えば「雨の日のクレーン作業」
と入力すると、クレーン作業や雨天時における作業など、
類似性のある事例を検出する。2022年5月
には、新たに「労働災害事例集」「ヒヤリ・ハッ
ト事例」などの登録事例約10万件が追加さ
れた。

　スマートウォッチタイプのウェアラブル端末で作業者のバイタ
ル状況をリアルタイムに把握し、①熱中症予兆検知、②転倒・転
落検知、③SOSアラート通知機能、④屋内外位置測位、⑤バイタ
ル情報測定ができる安全見守りサービス。危険な状態を検知する
と、瞬時に管理者にアラート通知が送信される。屋内外の位置測
位ができるので、すぐに作業者のもとに駆けつけ、作業者をスピー
ディーに救出できる。
　また、各人のバイタルデータを AIが学習することで、個人の
特性に合った解析が可能。例えば熱中症対策のために、適切な
タイミングで「休憩」「作業復帰」を通知する。2022年1月から、
あいおいニッセイ同和損害保険の、タフビズ業務
災害補償保険と同商品を掛け合わせたサービス、

「建設現場安全みまもりプラン」が提供開始されて
いる。

　建設現場などで起こりうる様々な危険体験をVR（仮想現実）空間
内で実施するトレーニング。実際に歩き回れるVR技術を活用して、
臨場感あふれる質の高い安全体感の訓練・研修ができる。「可搬式作
業台の体験」では単なる転落、墜落経験にとどまることなく、危険
箇所が多く見受けられる建設現場を再現して、感知バーの設置や整
理整頓の重要性、作業台の昇降方法など、身を守るための重要な項
目を網羅。こうしたシミュレーションで、危険予知能力の向上にも
力を入れている。
　製作はゼネコンなどからアドバイスをもらうことで、現場に特化し
た実践的な教育ツールとなっている。そのほか「仮設足場からの墜落」

「重機災害体験」「開口部廻りの危険体験」などのコンテ
ンツを揃え、英語、中国語など、多様な人材に対応する「多
言語対応」も備える。販売形態は、定額（サブスクリプ
ション）、買い切り、レンタルの3種を用意している。

　建設現場における様々なデータを蓄積し、現場の把握や業務効率の改善、安全性
の向上、事故の防止といった取り組みに役立てられると期待されているスマートヘ
ルメットシステム「CrossWare（クロスウェア）」。遠隔臨場の効率を促進させる
ツールとしての利用を想定しており、搭載カメラは、国土交通省が定める「令和3
年度における遠隔臨場の試行について」に示される仕様に準拠。ヘルメット自体が
ネットワークに接続することにより、撮影された映像ファイルは即座にクラウドに
アップロードされる。
　その他、ヘッドアップディスプレイ、9軸センサー、コンパスセンサー、GPS、
スピーカーマイクユニットなどが組み込まれており、①動画、②静止画、③音声、
④テキスト、⑤位置情報、⑥温度、⑦高度などの情報が得られる。ヘ
ルメット本体を除いたモジュール重量は250gに満たず、頭部への負担
も少ない。現在、製品テストと実証実験を行っており、参加や運用テス
トを希望するゼネコン、工事会社などのパートナー企業を募集している。

雨の日のクレーン作業

検索に加えて意味の近い
テキストも発見し

危険予測

「雨の日のクレーン作業」
とユーザーが入力すると
関連する事例を検出・表示

厚生労働省の
職場のあんぜんサイトのデータが

取り込まれています

日報などの入力

墜落・転落、転倒など
作業現場ごとの
リスクを予測

クレーン作業における
危険予測

作業員安全確保支援ソリューション	 ���������������������� 株式会社日立ソリューションズGENTI MITEL （ゲンチ・ミテル）	 ������������������������������������ サンリョウ株式会社

WordSonar for AccidentView 	�������������������������������������������� 株式会社 FRONTEOWork Mate 	 �������������������������������������������������������������������������株式会社ユビテック

安全体感VRトレーニング「建設現場シリーズ」	 ���������������������株式会社積木製作スマートヘルメットシステムCrossWare	 ��������������������������株式会社 Borderless

安全装備未装着などをAIが自動検知LEDが点滅する、安全帯使用中の「見える化」

AIで現場の災害リスクを数日前に予測スマートウォッチが作業者の安全を見守る

VRでリアルに危険体感を学ぶ常識を覆す「スマートヘルメット」が実証実験へ

労災 ゼロへ
最新技術を用いて建  設業の労働災害を防ぐ 建設業の労働災害を考える

特  集

可搬式作業台を使用した危険体験

対応機種：
VR 機器（OculusQuest2）

パルス
歩数

消費カロリー

転倒回数

体調レベル
アイコン

電池残量

熱中症
予兆検知

転倒・転落
検知

バイタル
情報測定

集約・分析 予測・対策※この商品は医療機器ではなく、疾病の診断、治療、予防を目的としておりません
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す
。
つ
ま
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

建
設
現
場
の
安
全
に
直
結
す
る
重
要
な
対

策
な
の
で
す
。
労
災
防
止
に
は
設
備
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
が
、
こ

れ
に
加
え
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
り

組
み
も
強
化
し
、
両
輪
で
対
策
を
整
え
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
建
災
防
で
は
、

自
社
で
手
軽
に
で
き
る
対
策
と
し
て
「
建

災
防
方
式
健
康
Ｋ
Ｙ
と
無
記
名
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
」
を
考
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
建
設
現
場
の
安
全
施
工
サ
イ
ク
ル
に
組

み
込
ん
で
、
個
人
と
組
織
に
対
し
て
行
う

取
り
組
み
で
す
。

　

個
人
に
は
、
職
長
か
ら
体
調
・
食
欲
・

睡
眠
に
つ
い
て
各
職
人
に
毎
日
質
問
す
る

「
健
康
Ｋ
Ｙ
」
を
活
用
し
、
心
身
の
健
康
状

態
把
握
と
個
々
の
健
康
意
識
の
改
革
に
つ

な
げ
ま
す
。
組
織
に
対
し
て
は
工
期
内
に

数
回
、
作
業
員
に
一
斉
に
「
無
記
名
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
し
、
そ
の
分
析
結
果

を
用
い
て
職
場
環
境
の
改
善
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
こ
の
結
果
を
元
に
余
暇
活
動
を

工
夫
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

な
っ
た
、
な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
過
多
は
不
眠
の
症
状
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
建
災
防
の
調
査
＊

で
は
、
高
ス
ト
レ
ス
反
応
お
よ
び
不
眠
症

状
の
あ
る
人
は
、
自
分
に
原
因
が
あ
る
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
体
験
す
る
リ
ス
ク
が
１
・

２
～
２
倍
高
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま

＊ 「建設現場における不安全行動・ヒヤリハット体験に関する実態調査」

か
同
水
準
で
し
た
。
建
設
業
は
全
産
業
と

比
較
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
休
職
あ
る

い
は
退
職
す
る
割
合
が
や
や
低
い
と
い
う

調
査
も
あ
り
ま
す
。
建
設
現
場
で
は
チ
ー

ム
で
作
業
を
行
う
た
め
、
職
長
と
職
人
が

良
好
な
関
係
を
築
け
て
い
る
業
界
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び

関
係
が
悪
化
す
る
と
大
き
な
ス
ト
レ
ス
要

因
と
な
り
得
る
た
め
、
日
頃
か
ら
チ
ー
ム

運
営
に
気
を
配
る
こ
と
が
精
神
障
害
事
案

の
未
然
防
止
と
し
て
重
要
で
す
。

50
人
以
下
の
事
業
所
で
も
行
え
る

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
を
考
案

　

法
定
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
医
師

等
の
有
資
格
者
を
実
施
者
と
し
労
働
者
数

が
50
人
以
上
の
事
業
所
に
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
50
人
未
満
の
事
業
所
が

多
い
建
設
業
界
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

　

建
設
業
を
重
点
業
種
と
し
て
調
査
し
た

「
令
和
元
年
版
過
労
死
等
防
止
対
策
白

書
」
に
よ
る
と
、
労
災
認
定
さ
れ
た
精
神

障
害
事
案
の
う
ち
、
発
症
に
関
与
し
た
と

考
え
ら
れ
る
技
能
労
働
者
（
職
人
）
の
ス

ト
レ
ス
要
因
は
「
事
故
に
遭
っ
た
」「
そ
れ

ら
を
目
撃
し
た
」「
加
害
し
た
」
な
ど
半
分

以
上
が
労
働
災
害
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
管
理
監
督
者
（
職
長
）
の
場
合
は
自

殺
率
が
高
く
、
ス
ト
レ
ス
要
因
は
長
時
間

労
働
や
業
務
量
の
増
加
、
顧
客
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
建
設

業
界
は
も
ち
ろ
ん
、
顧
客
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
も
含
め
た
意
識
変
革
が
必
要

と
な
る
で
し
ょ
う
。

 

一
方
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
建

災
防
）
が
行
っ
た
２
０
１
６
年
の
調
査
で

は
、
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
る
「
仕
事
の
量

的
負
担
」
や
「
職
場
支
援
の
有
無
」
な
ど

の
項
目
が
、
い
ず
れ
も
全
産
業
よ
り
良
好

ハ
ー
ド
面
の
安
全
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

〜
両
輪
が
あ
っ
て
こ
そ
労
災
防
止
に
つ
な
が
る
〜

人
に
起
因
す
る
労
災
、
例
え
ば
不
安
全
行
動
と
ス
ト
レ
ス
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
い
う
。
そ
の
た
め
重
要
と
な
る
の
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
だ
。
し
か
し
法
定
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
全
産
業
と
比
較
し
て
建
築
業
の
実
施
割
合
は

低
い
。
だ
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
い
う
。
そ
こ
で
建
設
業
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

特定社会保険労務士・精神保健福祉士
元建設業労働災害防止協会

建設業メンタルヘルス対策アドバイザー

田村 和佳子 氏

建設業の労働災害を考える

特  集

労働災害ゼロを目指すには

安
全
・
安
心
な
快
適
現
場
の
実
現

ハード対策 ソフト対策

労働災害防止対策

・足場先行工法
・手すり先行工法
・土止め先行工法

・
・
・ ・

・
・

・作業標準・教育
・4S
・KYT
・指差呼称

設備、工法などの
安全対策

不安全行動、
ヒューマンエラー
対策

精神面からの
不安全行動防止

過労死・
過労自殺の防止

建災防が考える
メンタルヘルスと
職場環境改善対策

働きやすい建設業界に向けて
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商品ピックアップ
編集室の 梅雨が終わり、いよいよ暑い夏がやってきました。今年は2つの高気圧が

重なる“ダブル高気圧”で、全国的に猛暑が予想されているようです。子
供たちにとって待ちに待った夏休みですが、長時間外で遊ぶのは熱中症の
危険があり、遊ぶ時間も朝夕と限られてくるでしょう。そこで今号では、
真夏の猛暑の中でも家の中で楽しく過ごせる、アイデア建材をご紹介しま
す。お部屋をフィールドアスレチックに変えてくれるツールやキャンバス
に早変わりする壁は、子供たちだけでなく家族みんなで楽しめます。

※ 掲載商品は当社木材建材事業本部と取引がない商品も含みます※ 価格は税込です

暑い夏は、思いっきりおうちで遊ぼう

「Athletic Series（アスレチックシリーズ）」は公園
の遊具をモチーフにした室内に設置できる遊具シリー
ズで、気軽に安全に家の中での運動を習慣化できる。
ねじれたパイプを縦・横・斜めと自由に設置できる

「DECOツイスト」や、シャボン玉のような不規則な
リズムが子供の冒険心をくすぐる「DECOバブルズ」
を組み合わせれば、フリークライミングの気分を味わ
える。他にも大人のストレッチや筋トレに役立つ「け
んすい棒」や「WallBar」などバリエーションも豊富。
遊びの中でのさまざまな動きが子供の体力作りや身
を守る知恵を育む、室内アクティビティのアイテムだ。
ポップなカラーとデザインはインテリアの一つとして、
部屋のアクセントや小物掛けとしても利用できる。

ホーローの特性を生かした内装用壁パ
ネル。金属のベースにガラス質の釉薬
を高温で焼き付けているホーローは衝
撃やキズに強く、表面がガラス質なの
で汚れや湿気が染み込まず、設置場所
を選ばない。壁一面を使って油性ペン
でお絵かきをしても水拭きだけで簡単
に拭き取れるので、キッズスペースや
廊下に採用すると、子供たちものびの
びお絵描きを楽しめる。また磁石が付
くのでマグネットをくっつけて遊んだ
り絵を飾るなど、使い方は自由自在だ。

ステンレス加工の専門工場が製作した室内用の「ステンレスうんてい」。
天井に設置すれば、子供の体力、特に握力、腕力、バランス感覚を養って
向上させる。標準タイプを基本にグリップバーの本数やサイズ変更も可能。
オールステンレスなので耐久性に優れており、大人のトレーニングにも最
適だ。ラインアップは①サイドフレームで懸垂もできる「ストレートRタ
イプ」、②デザイン性の高い「ジグザグタイプ」、③安定感抜群の「フラッ
トタイプ」、④3度の勾配をつけた「スロープRタイプ」の4種類。いずれ
も天井に取り付けるので、室内は狭くならず、使用しないときは室内物干
しやハンガーラックとして便利に使える。
※取付部には頑丈な下地等が必要になるので、製作寸法や取り付けなどは工務店に相談してください。

【仕 様】
材質：スチール　
DECO ツイスト（ L455mm φ25.4
／約1.3kg）
DECO バブルズ（S：φ145／0.9kg　
M：φ210／1.1kg　L：φ255／1.4kg

【価 格】 
19,800円／個
ー 組み合わせ例 ー
●  ツイスト10個：
 198,000円
●  バブルズ3個＋ツイスト9個：
 237,600円
●  ツイスト7個＋バブルズ3個：
 198,000円
※運賃、施工および基礎工事（RC等）は別途

● 問い合わせ先：カツデンアーキテック
 TEL：03-5812-2295

【仕 様】　
カラー：29種　

【価 格】 
［短辺910mm×長辺2400mm］

●  木目調・石目調・アート：37,620円／枚～
●  パール調・無地：27,830円／枚～　

［短辺910mm×長辺2700mm］
●  木目調・石目調・アート：40,260円／枚～　
●  パール調・無地：30,250円／枚～

● 問い合わせ先：
 タカラスタンダード
 TEL：0120-557-910 

【仕 様】
品名：Untei-WR  Untei-ZIG　材質：SUS304　仕上：HL　巾：500　高さ：300　
長さ：WR2300、ZIG2100（単位mm）　グリップバー本数：8本

【価 格】　
WR：145,750円、ZIG ：168,300円
● 問い合わせ先：セイコーステンレス
 TEL：084-957-9266

壁いっぱいにお絵かきができる
ホーロー内装材「エマウォール」インテリアタイプ
タカラスタンダード株式会社

住宅に遊び心と想像力をプラス
室内を公園に変える「Athletic Series」

カツデンアーキテック株式会社

天井に取り付けた「ステンレスうんてい」で
自宅のお部屋でいつでもトレーニング
有限会社セイコーステンレス
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本　　社  ●	東京都渋谷区代々木
	 	 3丁目31-12
創　　業  ●	2018年
資 本 金  ●	7,028万6,500	円
従 業 員  ●	12名
事業内容  ●	お手伝いしながら地域を

旅できるマッチングプ
ラットフォーム「おてつ
たび」の運営

交
通
費
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
。
観
光
名
所
が
あ
る
地
域

と
違
っ
て
知
名
度
の
低
い
地
域
は
情
報
が
少
な

い
。
そ
こ
で〝
行
く
目
的
〟を
作
れ
ば
足
を
運
び

や
す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

楽
し
い
体
験
だ
け
で
は
な
く

共
に
働
き
、地
域
と
深
く
関
わ
る

—

永
岡
氏
は
起
業
に
あ
た
り
、
地
域
の
実
情

を
知
る
た
め
全
国
を
回
っ
た
。
そ
し
て
農
家
の
収

穫
作
業
を
手
伝
っ
た
経
験
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の

人
と
共
に
働
く
楽
し
さ
や
尊
さ
を
実
感
。
ま
た
特

有
の
繁
忙
期
が
あ
る
業
種
で
は
、
人
手
が
欲
し
い

時
期
が
集
中
し
て
い
る
と
知
っ
た
。

  

「
旅
に
行
く
目
的
が〝
お
手
伝
い
〟な
ら
知
ら
な

い
地
域
に
行
く
き
っ
か
け
が
で
き
、
報
酬
で
旅
費

負
担
を
減
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
人
と
の
ふ
れ
合
い

を
通
じ
て
、
よ
り
地
域
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
旅

が
で
き
ま
す
。
お
手
伝
い
先
は
人
手
不
足
解
消

に
役
立
つ
た
め
、
双
方
の
課
題
解
消
に
つ
な
が
り

ま
す
」

—

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
、

と
り
わ
け
受
け
入
れ
先
の
理
解
が
得
に
く
か
っ
た

と
い
う
。
興
味
を
示
す
の
は
１
０
０
軒
中
１
軒
程

度
で
、
信
頼
関
係
を
築
き
最
初
の
実
績
を
つ
く
る

ま
で
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ『
お

て
つ
た
び
』に
参
加
す
れ
ば
参
加
者
・
受
け
入
れ

先
と
も
に
そ
の
楽
し
さ
、
効
果
を
実
感
で
き
る
。

現
在
は
口
コ
ミ
で
受
け
入
れ
先
も
増
え
、「
自
分

た
ち
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
知
り
、
誇
り
に
感
じ
る
」な
ど
多
く
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

  

「
当
社
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
楽
し
い
体

験
だ
け
を
売
り
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
。
あ
く
ま
で
も
人
手
不
足
解
消
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
の
で
ハ
ー
ド
な
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、

共
に
働
く
こ
と
で
地
域
の
課
題
が
見
え
て
、
参
加

者
の
記
憶
に
残
り
ま
す
。
リ
ピ
ー
ト
率
も
高
く
、

家
族
や
友
人
を
連
れ
て
再
訪
し
た
り
す
る
な
ど
継

続
的
に
関
わ
る
参
加
者
も
大
勢
い
ま
す
。
観
光
に

来
る『
交
流
人
口
』で
は
な
く
、
地
域
と
多
様
に

関
わ
り
フ
ァ
ン
化
す
る『
関
係
人
口
』を
増
や
す

こ
と
に
も
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

地
で
就
職
し
た
方
も
い
ま
す
。
お
て
つ
た
び
で

様
々
な
仕
事
を
経
験
し
て
、
人
生
の
選
択
の
幅
を

広
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

—

季
節
労
働
や
出
稼
ぎ
を「
お
て
つ
た
び
」と

い
う
形
に
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
地
域
創
生
に

も
取
り
組
む
同
社
。
創
業
当
初
は
大
学
生
な
ど
若

者
を
参
加
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
が
、
今

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
中
高
年
も
増
え
て
い
る
。

  

「
現
在
、
Ｊ
Ａ
や
地
方
自
治
体
と
連
携
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
で
す
。
今
後
は
受
け
入
れ

先
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
旅
行
と
い
え

ば『
お
て
つ
た
び
』が
当
た
り
前
と
な
る
よ
う
、

認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
仕
事
は
収
穫
期
の
農
家

や
繁
忙
期
の
旅
館
、
酒
造
会
社
や
水
産
物
の
加
工

工
場
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
や
雪
か
き
、
草
刈
り

な
ど
、
各
地
域
で
様
々
な
お
手
伝
い
が
あ
り
ま
す
」

—

繁
忙
期
の
短
期
的
な
働
き
方
は
季
節
労
働

や
出
稼
ぎ
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
同
社
で
は
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。
地
域
と
仕
事
の
魅
力
が
伝
わ

る
形
で
募
集
を
行
い
な
が
ら
、
初
め
て
の
参
加
者

に
は
事
前
講
習
な
ど
の
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
を

欠
か
さ
ず
、
お
手
伝
い
先
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

い
で
い
る
。

  

「
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
季
節

労
働
を
、
そ
の
地
域
で
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
や
、
働
く
こ
と
を
通
じ
た
地
域
の
人
々
と
の
深

い
交
流
の
場
と
し
て
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
り

ま
し
た
。
創
業
か
ら
４
年
の
現
在
、
受
け
入
れ
先

は
全
国
47
都
道
府
県
で
６
５
０
事
業
者
、
登
録

ユ
ー
ザ
ー
数
は
２
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
」

—

創
業
の
き
っ
か
け
は「
ど
こ
、
そ
こ
？
」と

言
わ
れ
て
し
ま
う
地
域
に
人
が
集
ま
る
仕
組
み
を

つ
く
り
、
魅
力
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

  

「
私
の
出
身
地
は
三
重
県
尾お

鷲わ
せ

市し

。
魅
力
あ
る

街
で
す
が
知
名
度
が
低
く
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に

人
を
呼
び
込
む
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
人

が
知
ら
な
い
土
地
に
行
く
に
は
２
つ
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
旅
費
の
ハ
ー
ド
ル
。
知

名
度
の
低
い
地
域
は
価
格
競
争
も
起
こ
り
に
く
く

「
ど
こ
、そ
こ
？
」と
言
わ
れ
る
地
域
に

人
が
集
ま
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い

—

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
日
本
。

地
方
の
自
治
体
や
事
業
者
の
人
手
不
足
は
深
刻
さ

を
増
す
一
方
だ
。
そ
ん
な
課
題
に
対
し「
お
手
伝

い
」×「
旅
」と
い
う
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
解
決

を
目
指
す
の
が
株
式
会
社
お
て
つ
た
び
で
あ
る
。

季
節
的
・
短
期
的
な
人
手
不
足
に
悩
む
地
域
と
、

「
知
ら
な
い
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
」「
仕
事
や
暮

ら
し
を
通
じ
て
地
域
と
触
れ
合
い
た
い
」な
ど
の

興
味
を
持
つ
人
を
つ
な
ぐ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

  「
参
加
者
は
サ
イ
ト
に
登
録
後
、
掲
載
さ
れ
た『
お

て
つ
た
び
』先
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
地
域
や
仕
事

を
選
ん
で
応
募
。
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
す
れ
ば
参

加
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
交
通
費
は
自
費
で
す
が
、

宿
は
受
け
入
れ
先
で
用
意
さ
れ
、
お
手
伝
い
に
は

株
式
会
社 

お
て
つ
た
び

地域と人のつながりを重視した
マッチングで

季節労働のリブランディングを図る

「お手伝い」×「旅」という
新しい発想で

地域の人手不足解消に貢献

地域と多様に関わる
「関係人口」を増やし

地域の活性化につなげる

ここが注目ポイント

お手伝いをきっかけに知らない町へ旅に出よう
地域の人手不足を旅行者が解消する
新しい地域創生のカタチ

代表取締役 CEO　

永岡 里菜 氏

おてつたびの例おてつたび体験談 おてつたびのビジネスモデル

ホテルの現場に新鮮な空気感が増して、
スタッフの活気も出た

人手不足の問題だけではなく、農業に興味のある方
とも接点を持てるというのが魅力

何度も帰りたいと思える
「第二のふるさと」ができた

仕事を通じて他の参加者とも
仲良くなりやすい

一緒に働くからこそ、普通の旅とは違う視点で
地域を知ることができた｠

受け入れ側の声

受け入れ側の声

参加者側の声

参加者側の声

参加者側の声

おてつたび

地域
のお手伝い

報酬・寝床

交通費削減

スキル活用

地域との交流

人手不足解消

魅力再発見

関係人口増加
北海道旭川市から北へ1時間★士別
市でトマト・とうもろこし・かぼちゃ
の栽培のお手伝いを募集します！
北海道 士別市朝日町三栄

7月〜海でのお仕事に興味のある
方！お試し1週間コース穏やかな瀬
戸内で、まずは船団の一員として！
広島県 呉市倉橋町

伊勢志摩の旅館で日本料理の調理
をおてつだい｜日本料理の技術と
考え方を学べます
三重県 鳥羽市
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　「令和3年度森林・林業白書」が閣議決定された。今
回の白書では、製材輸入量の減少、輸入木材・国産材の
価格上昇等の状況を整理し、輸入材から国産材への転換
や国産材の安定供給に向けた取り組みについて説明した

「令和3年の木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショッ
ク）への対応」と、建築分野における木材利用の動向、
製材工場の大規模化等の木材産業の競争力強化等につい
て紹介した「グリーン成長のカギを握る木材需要拡大と
木材産業の競争力強化」の2テーマが特集として取り上
げられている。
　令和3年度におけるトピックスとして、次の4項目を
紹介している。
①	2050年カーボンニュートラルを視野に「グリーン成
長」の実現を目指す森林・林業基本計画
②「ウッド・チェンジ」に向けて、	「脱炭素社会の実現に
資する等のための建築物等における木材の利用の促進に
関する法律」の施行

③「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界
自然遺産に登録
④	2021年7月、8月に発生した大雨による山地災害等
への対応
■ 令和3（2021）年の木材製品価格の推移

　野村総合研究所は、日本の「2022～2040年度の新
設住宅着工戸数」「2021～2040年のリフォーム市場規
模」、および「2019～2040年の既存住宅（新築以外の
住宅）流通量」を推計・予測した。主な予測結果は以下
の通り。
① 新設住宅着工戸数（2022～2040年度）
　新設住宅着工戸数は、2021年度の87万戸から、
2030年度には70万戸、2040年度には49万戸と減少
していく見込み。2022、2023年度は、ウクライナ侵
攻や新型コロナウイルス感染症拡大などによる供給制約
が、昨年度のウッドショックと同程度の影響を及ぼした
場合にはそれぞれ80万戸、79万戸まで減少する見込み。
② リフォーム市場規模（2021～2040年）
　広義のリフォーム市場規模は2040年まで年間7～8兆
円台で、微増ないし横ばい傾向が続くと予測される。狭
義の市場はそれより1兆円前後少ない規模と見込まれる。
③ 既存住宅流通量（2019～2040年）
　2002～2021年の各年における住宅購入者を対象に

したアンケート調査や各種統計をもとに推計すると、既
存住宅を購入した世帯の割合は1994年の13%から
2018年には22%と上昇。この上昇傾向が2019年以降
も継続すると仮定すると、既存住宅流通量は2018年の
16万戸から2030年には19万戸、2040年には20万戸
と増加すると見込まれる。

連日の猛暑が続く中、冷房の使用は欠かせませが、電気代の高騰や電力不足の
懸念から節電も必須です。そこで平日は夫の在宅勤務用デスクをリビングの隅
に設置し、冷房の稼働を1台で済ますことに。それで満足した私でしたが、ど
うやら夫のテレビ会議に私が度々映り込んでいるようなのです。緩み切った姿
を夫の同僚に晒していたことに焦り体温急上昇。冷房の温度を下げる必要が生
じたのは言うまでもありません。（S）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　福井支店　福井ハウジングパーク展示場

＊	家具などのインテリア品は実際の展示と
　	異なる場合があります

木材不足・価格高騰への対応と木材産業の競争力強化に注目～
「令和3年度 森林・林業白書」を公表 －農林水産省

2040年度の新設住宅着工戸数は49万戸に減少、一方既存住宅
流通量は20万戸に増加する見通し －株式会社野村総合研究所

①

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー

今月のニュース

■ 令和3（2021）年の木材製品価格の推移

（円 /m3）
200,000

150,000

100,000

50,000

0
(2021)(2020)(2019)

R1 R2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（年月）

スギ正角（乾燥材）　　　ヒノキ正角（乾燥材）　　　ホワイトウッド集成管柱（1等）　　　針葉樹合板

「令和3年度森林・林業白書」
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/r3hakusyo/index.html

■ 新設住宅着工戸数の実績と予測結果（全体）

出所：実績値は国土交通省「住宅着工統計」より。予測値はNRI
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消費増税前駆け込み需要
＋

阪神淡路大震災復興需要
リーマンショック

実測値← →予測値

新型コロナウイルス
の流行

消費増税前
駆け込み需要
相続税制度改正
による貸家増

中長期的な動向に基づく
予測値

（コロナ禍によるライフスタイルの
変化は定着すると想定）

供給制約の影響が
顕在化した場合
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年率換算（全国）

資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

5月
対前年同月比 2月3月4月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2022年5月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2021年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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3,35467,193
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0
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5,900
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0
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1,553
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▲ 2,985
▲ 733

▲ 2,252
▲ 1,580

868
▲ 442

▲ 1,831
▲ 1,875

108
▲ 1,535
▲ 1,450
▲ 345
▲ 580
▲ 147
▲ 378

▲ 2,729
▲ 256
274

▲ 944
388
6
20

43
3,311
1,610
1,901

5
▲ 162

▲ 1,723
1,524
3,668
▲ 314
331

▲ 441
▲ 168
▲ 36
2,793
561
175

▲ 166
563
2

▲ 13

▲ 4.3% 5.3%
▲ 51.7%
▲ 3.3%
▲ 6.9%
3.5%

▲ 55.9%
▲ 8.5%
▲ 19.9%

0.9%
▲ 2.4%
▲ 20.8%
▲ 34.3%
▲ 19.7%
▲ 100.0%
▲ 13.2%
▲ 6.6%
▲ 0.9%
99.6%
▲ 4.9%
4.1%
14.0%
43.5%

6.7%
5.2%
8.2%
7.9%
1.5%

▲ 0.8%
▲ 18.5%
14.7%
6.3%

▲ 5.4%
100.0%
▲ 15.7%
▲ 100.0%
▲ 1.4%
7.8%
2.0%
46.8%
▲ 0.9%
6.0%
4.3%

▲ 16.5%

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 9月 10月 11月
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7,816
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8,138
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6,194

8,376

3月

7,921

8,694

4月

7,625

8,693

5月

7,194

8,993

12月 1月 2月 3月 4月

2022年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050
(千戸)

2022年2021年
5月

25,801

7,918

10,264

26,195

874

6月

26,199

9,063

11,571

29,479

860

7月

24,744

9,763

13,184

29,491

888

29,479 29,491

8月

25,014

9,148

11,194

29,491

866

28,947

9月

23,080

8,480

12,436

29,491

845

29,182

10月

26,843

9,044

11,753

29,491

877

30,364

11月

22,835

8,786

11,450

29,491

851

30,343

12月

24,015

8,163

10,201

29,491

838

26,014

1月

22,468

6,662

8,729

29,491

820

21,831

2月

25,422

8,477

8,873

872

21,842

3月

26,258

8,893

13,175

927

27,794

4月

26,111

8,651

13,094

885

28,323

5月

23,282

7,864

9,691

828

26,35626,356

5月



昭
和
39年

8月
創
刊
　
第
58巻

　
令
和
4年
7月
1日
発
行
（
毎
月
1日
発
行
）
　
通
巻
681号

発
行
人
／
田
中
 耕
治
　
発
行
所
／
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
編
集
室
　
〒
100-8270　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1-3-2（

経
団
連
会
館
）
 

住
友
林
業
株
式
会
社
　
木
材
建
材
事
業
本
部
　
業
務
企
画
部

7
J
u
ly

2
0
2
2

N
o
.6

8
1


